
平成28年12月10日土曜日、旧支倉小学校にて「第1回旧支倉小学校の未来を考えるつどい」を
開催しました。朝9時からという早い時間にも関わらずおよそ20名の方にお越しいただきまし
て、会を開催することができました。
会の前半では全国的な廃校活用の現状や、今まで私たちが視察及び収集した他県の廃校事例、
また旧支倉小学校の活用プランについて説明をしました。参加頂いた方からはたくさんの質問
をいただき、意見を交わすことができました。
途中からは雪が降ってきましたが、私たちからのちょっとしたサプライズとして、これからの
事業への思いを込めたランチボックス、「おにぎり」と「梅干し」そして「食べると味噌汁」
を提供しました！おいしく食べていただけていたら幸いです。
後半のワークショップでは、3つのグループに分かれて「旧支倉小学校の活用方法」等につい
て意見交換を行いました。たくさんの意見や小学校の思い出話と共に、旧支倉小学校の再生に
向け、まずは一歩、イメージの共有が図れたことと思います。

支倉小学校かわらばん

第1回 旧支倉小学校の未来を考えるつどいを
開催しました！

旧支倉小学校再生プロジェクトについて

今後の旧支倉小学校再生プロジェクトについて

事業開始に向け、旧支倉小学校の再生プロジェクトでは、「地域再生」「農業振興」「食ビジ
ネス」等について、様々な勉強会や視察、意見交換の場づくり等を行なっていきます。
この「かわらばん」でもご案内している視察（1/28）をはじめ、2月にも2回程度の集まりを、
企画・検討しています。ご案内や活動報告については、この「かわらばん」等にて行っていき
ますので、ぜひご覧のうえ、お気軽にご参加ください！

《廃校活用トピックス》
日本の廃校は、約6,000校程あり、
毎年約500校ずつ増え続けています。
また、3年以上使われないと、
そのままになってしまう傾向があります。

全国廃校活用紀行 ※このコーナーでは、毎回他地域の廃校事例をご紹介します。

《のじまスコーラ（兵庫県淡路市）》
淡路島にある廃校を改修して、カフェ、直売所、レストランの
ある複合施設に生まれ変わりました。
運営は、株式会社パソナ ふるさとインキュベーションです。
1階にはカフェとベーカリー、直売所があり、2階は山形県の
「アル・ケッチャーノ」で有名な奥田政行シェフがプロデュー
スするイタリアンレストランがあります。また、地域内に「パ
ソナチャレンジファーム」という自社農場を作り、そこで収穫
した野菜をカフェやレストランで使用しています。
近くには蜂蜜を使ったメニューを多く置くカフェ「ミエレ」も

あり、年間に約15万人が来場し、いつも賑わっています。
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施設の利用目的 「食・農・学・芸」の複合施設

年間来場者数 15万人（平成27年）

売上額 1億5,000万円(平成27年）

改修費 1億5,000万円
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地域共創夢舞台「支倉６次産業化コミュニティ形成プロジェクト」
当プロジェクトは、平成28年春、川崎町が公募した「旧小学校活用事業」に対して、㈱東北
農都総研が提案した事業プランであります。プロジェクト理念は「持続可能な地域経営モデ
ルの構築」であり、「ココにしかない『食卓』の提案」をコンセプトに、地域の農山資源を
活用しながら、主に「食」を中心とした地域複合アグリ交流拠点の実現を目指します。
事業は５つの部門で構成され、レストランやカフェ等の「飲食事業」、特産品開発やベーカ
リー製造等の「加工品製造・開発」、農産物直売所や土産品販売等の「販売・営業」を中心
に、「農業振興」「体験・交流促進」を相互に連動させることによって、地域の魅力を発信
しながら、10年後も続く持続可能な地域経営基盤の構築を図っていきます。

当日のプログラム
１．廃校活用

トピックス
２．廃校視察事例の

紹介
３．支倉小学校活用

プランの紹介
４．休憩
(サプライズランチ提供)

５．ワークショップ
６．閉会



アンケート結果
今回のつどいでは、感想や次回のテーマ、廃校視察に関する
アンケートを行いました。その結果の一部を掲載します。
【質問項目】
①視察について、参加希望・視察先の選定について
②次回のつどいのテーマ希望について
③今回のつどいについての感想

【いただいた回答（抜粋）】

・このような企画が進んでいて面白いと思いました。
思い出ある校舎を利用してもらえるのは、素直にうれしい。
・この規模の事業が成功させられるのか不安を感じた。
・地域の意見も大事だが、あくまでビジネスとしてプロの仕事を期待。
・地域住民を巻き込んで進めていただきたい。

様々なご意見・ご感想を頂き、ありがとうございました。
支倉地区のみならず、周辺の地区とも連携しながら、
支倉小学校の活用方法や地域のPR等について、これからも一緒に考えていきたいと思います。

ワークショップ「支倉小学校の活用法を考える」

「地域でとれる農産物やお米を活用してほしい」「地域の住民の方々ももっと巻き込ん
でほしい」といった意見があがりました。また、今回の出席者が男性のみだったため、
「もっと女性にも声をかけてきてもらわないと！」という意見もいただきました。
今後の集まりには、女性の皆様もお気軽に参加して頂ければと思います！
また、今回は飛び入り参加で、碁石地区や支倉台地区の方にもワークショップに参加し
ていただき、活発な意見交換をしていただきました。「このような取り組みがあること
を知れてよかった。今後は現在の小学校区として輪を広げてやっていけたらよい」との
言葉もいただきました。

ワークショップは、(社)みやぎ連携復興セ
ンターの3名をファシリテーターとして
お迎えし、
「支倉小学校の活用方法を考える」をテー
マに、3つのグループに分かれてそれぞれ
意見交換を行いました。
「支倉小学校を活用していくには、どのよ
うなメンバーで何をしていくか」というこ
とを話していく中で、過去には支倉小学校
で運動会をしていたことや、

ワークショップでの意見をファシリテーターがまとめました。
さまざまなアイディアがあります！

視察についてのご案内

今回のつどいでご案内させていただきましたとおり、支倉地区等のみなさんと一緒に、他地域の廃
校事例視察に行きたいと考えています。今回の行先は「山形県」です。廃校や、地域資源（食やコ
ミュニティなど）がどのように活用されているかを見てみたいという方は、ぜひご参加ください！

1月28日（土）8時50分 集合 お申し込み締め切り 1月15日
【お申し込み方法】
電話またはFAXにて
・代表者氏名
・参加する方の人数とお名前
・ご連絡先
・お住まいの地域
をお伝えください！

＜お申込み・お問い合わせ先＞
（株）東北農都共生総合研究所
担当：青柳、佐藤
TEL：０２２－７９６－０３３６
FAX：０２２－７９６－０３３７

＜視察行程＞
９：００ 支倉郷土文化伝承館出発
↓
１１：３０ 新産業創造館 クラッセ到着
（６次産業化の複合施設）視察、昼食
↓
１５：００ 山形まなび館着
↓
１６：１０ 紅の蔵到着
直売所、観光情報館、お土産屋等の複合施設
↓
支倉郷土文化伝承館到着 １７：３０

やくけっちゃーの ランチメニュー
①山形牛と庄内豚の
ジューシーハンバーグセット：¥1,080
②山形牛赤身ステーキセット：¥1,620
③山形牛赤身肉のイチボとランプ肉の合盛定食
※ご自身で焼いて食べるタイプです。：¥2,600
④米の娘豚の生姜焼きセット：¥1,080 
⑤お魚の粕漬焼きセット：¥1,300

支倉郷土文化伝承館到着後解散となりますが、感想などを話し合う懇親会を開催致します！
現在内容を企画中です。決まり次第参加者の方にご連絡を差し上げます。

昼食場所「やくけっちゃーの」について
「アル・ケッチャーノ」で有名な奥田政行シェ
フが、新たに「焼く」と「明日元気になる食
事」をテーマに、地場産野菜と肉をおいしく
食べるレストランです。今回は人数の都合
上、右記のメニューからお選びいただくこと
となりました。申込時にお伝えください。

集合場所：支倉郷土文化伝承館

参加費：無料（昼食代のみご負担いただきます）


